Editor\u27s Notes, Chiba Medical Journal 85-6 by 亀井, 克彦 et al.
　今回の千葉医学雑誌には 2つの症例報告， 2つ
の研究紹介などが掲載されている。また，海外だ
よりは萬納寺先生による米国での生活やマイアミ
大学の研究室の状況が活き活きと描写されていて
興味深い。意欲ある優秀な人材が，若いうちに異
国の地で勉学し生活することは一種の他流試合で
あり，ぜひ推奨したい。しかし，最近は留学に対
する人気がやや下火で，以前ほどの希望者がいな
いと聞く。せっかく先輩たちが長年にわたって作
り上げてきた留学先に誰も希望者がいなくなっ
て，関係が絶えてしまうことが時にあるようであ
る。確かに「その時の研究」という一面を捉えて
考えれば，無理に留学しなくても良い場合も多く
あるだろう。しかし，留学には単に研究を進める
という以外に重要な役割があり，特に若い人には
もっと関心をもってもらいたいと思わずにはいら
れない。
　最近は海外旅行が盛んになったせいか，海外な
ら学生の頃から飽きるほど行った，今更留学なん
て…という声をしばしば耳にする。また，バック
パッカーもどきの経験者はさらにそう感じるかも
しれない。しかし，旅行でその地を訪れるのと，
居住者として生活してみるのでは，社会の見え方
が全く違う。知人の米国系大企業の日本人ビジネ
スマンは引退後に彼の地に屋敷を購入して住み
着いていたが，「これまでこの場所には仕事で年
に何回も来たし長期滞在もしたが，実際に定住し
てみるとあまりの違いに驚いた」と繰り返し語っ
ていた。私自身の経験からも，定住によって全く
違った世界が見えてくる。
　私自身は留学がやや遅く，留学生活を始めたの
は34歳になってからであった（できればもう少し
若いうちが良いが，いくつになっても遅すぎるわ
けではないだろう）。勤めていたのは大学の関連
病院の敷地内にある，病院の感染症科に附属し
た典型的なoff campus labであったが，小さいラ
ボながら大量の論文を生産し続ける能力，常に勉
強しているstaffの姿勢には驚くべきものがあっ
た。彼らは議論になれば，すぐ「○○年に○○達
が書いた論文によると…」と来るが， staffはいつ
officeを覗いても論文を書いているか，読んでい
るかのいずれかであり，このため知識はきわめて
豊富で，これでは議論で勝てないのも当然，と納
得させられた。病棟はresidentたちがカバーして
おり，staffには十分な勉強の時間が与えられて
いたが，このシステムが議論に強い知識の源泉と
なっていることを知った。
　留学のもう一つのメリットは，友人を得ること
である。とくに自分の専門領域で良い友人を得る
ことは難しく，学会で仲良くなってもなかなか
踏み込んだ関係にはなりにくい。年単位で生活
し，家族ぐるみで信頼しあえる知人の存在は，日
本人，外国人を問わず生涯を通じて大きな影響を
与えてくれるものと実感している。また，米国で
ははっきりとした学閥は存在しないが，そのかわ
りに強力な人脈がものを言うので，どこの大学を
出たかではなく，誰の弟子か，どのグループに属
しているのか，ということが大きく影響してくる
（フェアなアメリカ社会，という一般的な印象と
は異なるかもしれないが，私の知る限り，米国は
良い意味でも悪い意味でも建前と本音が明確に存
在している社会である）。この点からも良いボス
のもとで，良い友人と研究することの意義は大き
い。できれば同じ世代で，同じ道を歩む友人が得
られればベストかもしれないが，一方，また違っ
た世代であったり，違った世界に住む知人の存在
も人生を大きく変えてくれるだろう。
　幸い萬納寺先生は，仕事と遊びを両立させつ
つ，いろいろな意味で良い成果を得つつあるよう
に思える。外国における医療のシステム，研究の
考え方・進め方，そして社会の仕組みを自らの目
で見るためにも，ぜひ新しい人たちに後に続いて
欲しいものである。
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